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ボーリング柱状図
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表土
(SF)

211.14 0.60 0.70 シルト質
砂礫
(GSM)

210.74 0.40 1.10
礫混り砂
質シルト
(MS-G)

208.89 1.85 2.95

礫混りシ
ルト質砂
(SM-G)

205.94 2.95 5.90

風化岩
（砂岩)
(WR)

202.79 3.15 9.05

砂岩
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灰
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黒

暗
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暗
茶
褐

褐灰

淡
褐
灰

非
常
に
緩
い

非常に軟質な有機質火山灰土であ
る。
礫はφ5～10mmの亜円～亜角礫を
主体に最大φ20mm程を点在する
。礫間は多量の細粒土分で緩く充
填される。
土は有機質を帯び、非常に軟らか
く、全体に細～中砂分を含有して
いる。礫はφ5～10mm程を認める
。
細～中砂分を主体に多量の細粒土
分を含有し、非常に緩い性状下に
ある。礫はφ5～10mmを混入する
。

GL-3.5m付近まで固結度合いがや
や高い。
風化・変質が岩芯にまで達してお
り、構成鉱物及び岩片等が変質鉱
物で完全に置換され、粘土化進行
が顕著であり、原岩組織を殆ど
～全く残さない。コアは粘土状で
採取され、亀裂は認識できない。
GL-5.5m以深、岩片の礫状混入が
見られ、幾分かの硬度上昇を感じ
る。
岩盤等級区分は「D級」。

ダイヤモンドビット(岩盤用刃先
)での掘進が不可欠である。
GL-6.8m付近まで網状亀裂の発達
により、コアはφ5～40mm程の礫
状で採取される。以深は柱状形に
て採取されるものの、斜状亀裂が
多く、コアパック開放後に
3～5cmの片状～棒状に分離する。
岩片自体は弱風化による局所的な
脱色や亀裂目に沿う酸化痕が見ら
れるが、母岩強度の劣化は無く、
安定した状態にある。
岩盤等級区分は「CL級」。
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